


〔平成 26 年度における財政状況〕 

 平成 26 年度における歳入総額は 223,907 百万円（対前年度比 4.6％増）、歳出総額は 217,287

百万円（対前年度比 5.9％増）です。 

 歳入の内訳を見ると、「保険料（税）」、「国庫支出金」、「前期高齢者交付金・療養給付費等交付

金」「それ以外の収入」がおよそ 1/4ずつであり、その構成については昨年度とおよそ変化はあり

ません。また、基金からの繰入は 3,477 百万円（対前年度比 116.52％増）、繰越金は 8,387 百万

円（対前年度比 24.1％減）となっており、依然として厳しい状況にあります。 

 歳出については、保険給付費が 136,569百万円（対前年度比 1.2％増）となっており、歳出の 6

割近くを占めています。また、後期高齢者支援金等は 26,597 百万円、前期高齢者納付金は 994

百万円、老人保健拠出金は 1百万円、介護納付金は 11,332百万円となっています。 

 

第 3図 平成 26年度収支構成図 

 

 

 

 



第 4図 年度別収支構成比の推移（収入） 

 

 

第 5図 年度別収支構成比の推移（支出） 

 

 

 

 

 














